
Title 『都の花』における＜閨秀小説＞ : 女性作家と雑誌
メディア

Author(s) 屋木, 瑞穂

Citation 阪大近代文学研究. 2003, 1, p. 11-28

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/92614

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



序
文

『
都
の
花
』
に
お
け
る
〈
閏
秀
小
説
〉

I

女
性
作
家
と
雑
誌
メ
デ
ィ
ア

商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
「
小
説
雑
誌
の
魁
と
呼
ば
れ
る
都

の
花
」
（
年
頭
の
口
上
『
都
の
花
』
第
七
四
号
、
明
二
五
・
一
・
三
）

は
、
明
治
ニ
―
年
一

0
月
ニ
―
日
に
金
港
堂
か
ら
創
刊
さ
れ
た
。
そ

の
約
四
ヶ
月
前
の
同
年
六
月
に
は
、
田
辺
花
圃
が
、
坪
内
逍
遥
の
「
当

世
書
生
気
質
」
に
倣
っ
て
鹿
鳴
館
時
代
の
女
学
生
風
俗
を
描
い
た
『
藪

の
鳶
』
が
金
港
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
東
京
高
等
女
学
校
に
籍

を
置
い
て
い
た
一
九
歳
の
女
学
生
が
書
い
た
と
い
う
こ
と
も
相
侯
っ

て
、
多
数
の
新
聞
・
雑
誌
が
こ
ぞ
っ
て
取
り
上
げ
て
評
価
し
、
版
を

重
ね
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
女
性
の
筆
に
な
る
小
説
の
単

行
本
は
、
前
年
に
女
学
雑
誌
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
中
島
湘
煙
の
翻
案

小
説
「
善
悪
の
岐
」
に
続
い
て
二
例
目
、
こ
れ
以
後
―
つ
の
突
破
口

が
開
か
れ
た
よ
う
に
女
性
作
家
が
相
次
い
で
現
れ
た
。
石
橋
忍
月
が
、

「
閾
秀
小
説
家
の
答
を
読
む
」
（
明
二
三
•
四
・
一
三
『
国
民
之
友
』
）

の
な
か
で
、
『
女
学
雑
誌
』
（
第
二

0
五
＼
二

0
九
号
、
明
二
三
・
三

S
四
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
小
金
井
き
み
女
史
」
「
曙
女
史
木
村
栄
子
」

『
都
の
花
』
に
お
け
る
女
性
作
家
の
登
場

「
若
松
し
づ
子
」
「
竹
柏
園
女
史
」
「
田
辺
龍
子
」
の
五
人
の
女
性
作

家
に
よ
る
「
閏
秀
小
説
家
答
」
集
を
批
評
し
た
際
、
「
藪
の
篤
は
女
文

人
を
し
て
葉
起
せ
し
め
、
遂
に
今
日
あ
る
に
足
ら
し
め
た
る
其
源
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
藪
の
鶯
』
出
版
の
成
功
は
、
〈
閏

秀
の
時
代
〉
の
幕
開
け
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て

留
意
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
機
運
を
引
き
起

こ
し
た
の
が
、
近
代
日
本
最
初
の
商
業
出
版
の
文
芸
雑
誌
『
都
の
花
』

を
創
刊
し
た
金
港
堂
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
勃
興
期
と
し
て
の
明
治
二

0
年
代
、
新
聞
・
雑
誌
は
、

女
性
の
読
み
書
き
能
力
を
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
小
説
の
読
み
手
か

ら
書
き
手
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
が

あ
る
通
り
で
あ
る
(
1
)

。
本
稿
で
は
、
明
治
二

0
年
代
前
期
の
〈
閏

秀
作
家
〉
誕
生
の
時
代
の
な
か
で
、
『
都
の
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が

果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

屋
木
瑞
穂
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明
治
二
二
年
三
月
六
日
、
『
女
学
雑
誌
』
第
一
五
三
号
に
は
「
女

流
小
説
家
の
本
色
」
と
題
し
た
次
の
よ
う
な
社
説
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る。

湘
煙
女
史
（
中
島
俊
子
）
先
づ
「
善
悪
之
岐
」
を
著
は
し
、
花

圃
女
史
（
田
辺
龍
子
）
次
に
「
藪
の
鶯
」
を
著
は
し
、
秋
月
女

史
（
大
島
千
代
子
）
都
の
花
に
於
て
「
許
嫁
の
縁
」
を
作
り
、

曙
女
史
（
岡
本
栄
子
）
読
売
新
聞
に
於
て
「
婦
女
の
鑑
」
を
編

み
、
竹
柏
園
女
史
（
佐
々
木
昌
子
）
亦
た
都
の
花
に
於
て
「
胸

の
思
」
を
綴
り
、
湘
煙
女
史
再
た
び
「
山
間
の
名
花
」
を
同
じ

く
都
の
花
に
掲
げ
た
り
。
其
他
草
稿
既
に
脱
落
し
て
将
に
飛
揚

闘
翔
せ
ん
と
す
る
も
の
に
は
、
佐
々
木
光
子
の
「
赤
子
の
一
心
」

「
松
の
歎
息
」
「
果
敢
な
き
埋
火
」
等
あ
り
、
正
に
草
稿
中
に
し

て
追
て
成
ん
と
す
る
者
亦
勘
ら
ず
、
現
に
腹
案
中
に
し
て
今
や

煩
悶
と
し
て
将
に
産
れ
ん
と
す
る
者
亦
更
に
勘
な
か
ら
ず
、
恋

々
と
し
て
先
翡
を
慕
ひ
先
被
布
を
着
て
早
く
小
説
家
た
ら
ん
ず

る
女
学
生
特
に
多
し

右
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
ニ
―
年
半
ば
ま
で
、
「
女
流
小
説

家
」
は
わ
ず
か
に
湘
煙
女
史
と
花
圃
女
史
の
二
人
を
数
え
る
の
み
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
―
一
月
に
発
行
さ
れ
た
『
都
の
花
』
第
二

号
に
秋
月
女
史
の
「
許
嫁
の
縁
」
が
登
場
し
て
以
降
、
同
誌
上
に
は

陸
続
と
し
て
「
女
流
の
著
作
現
は
る
A

」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て

い
た
。
そ
の
先
頭
を
切
っ
た
「
許
嫁
の
縁
」
（
二
S

五
号
、
明
ニ
―
•

―
―
•
四
s

―
ニ
・
一
六
）
は
、
「
圧
制
結
婚
」
の
題
材
を
扱
っ
た
小

説
で
あ
る
。
「
女
学
校
を
卒
業
」
し
た
主
人
公
村
上
園
子
が
、
父
に
許

嫁
の
従
兄
精
一
の
上
京
を
告
げ
ら
れ
た
こ
と
を
発
端
と
す
る
物
語
で

あ
る
。
「
今
の
教
育
を
身
に
受
け
て
、
善
良
な
る
婚
姻
法
、
夫
を
選
ぶ

の
必
要
」
を
知
る
園
子
は
、
「
自
由
の
力
を
失
ひ
、
鉄
の
鎖
に
つ
な
が

れ
」
た
よ
う
に
感
じ
る
。
精
一
の
親
友
桂
木
芳
男
が
逗
留
す
る
う
ち
、

園
子
は
芳
男
に
恋
心
を
抱
く
。
芳
男
に
「
我
思
ひ
」
を
告
げ
ら
れ
、

園
子
の
「
心
の
本
城
は
、
あ
は
や
落
ち
」
そ
う
に
な
る
が
、
「
我
身
の

守
る
は
父
の
命
」
と
拒
絶
す
る
。
作
中
で
は
、
「
圧
制
結
婚
」
は
「
今

の
世
に
行
ひ
得
べ
き
事
に
あ
ら
ず
」
と
父
を
批
判
す
る
妹
と
、
「
女
大

学
、
庭
訓
」
を
盾
に
取
っ
て
「
今
の
女
子
の
様
」
を
非
難
す
る
「
古

風
の
厳
格
な
る
」
伯
母
が
配
置
さ
れ
、
新
旧
対
立
の
構
図
が
描
か
れ

る
。
結
末
で
は
、
園
子
の
真
意
を
確
か
め
る
た
め
に
芳
男
に
成
り
済

ま
し
て
い
た
こ
と
を
精
一
に
明
か
さ
れ
、
「
心
に
て
慕
ふ
芳
男
も
、
義

理
に
て
従
ふ
精
一
も
、
同
じ
人
」
だ
と
知
っ
た
園
子
は
、
晴
れ
て
精

一
と
結
ば
れ
る
。
続
く
竹
柏
園
女
史
の
「
胸
の
お
も
ひ
」
（
六
＼
八
号
、

明
ニ
ニ
・
一
・
六

S
ニ
・
三
）
で
は
、
「
若
き
歌
人
」
と
し
て
名
の
知

れ
た
「
文
学
士
」
の
梅
園
秀
雄
が
、
和
歌
の
素
養
が
あ
っ
て
「
温
良

い
上
に
学
問
も
で
き
」
る
露
子
と
、
「
英
学
」
に
堪
能
で
「
西
洋
風
の

交
際
」
に
長
け
た
「
活
発
」
な
男
爵
令
嬢
の
種
子
と
い
う
対
照
的
な

女
性
の
間
で
揺
れ
動
く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
末
尾
で
は
、
秀
雄
が

「
種
子
嬢
を
思
っ
た
の
は
美
は
し
く
愛
嬌
の
あ
る
容
貌
に
一
時
迷
っ

た
」
だ
け
で
「
真
正
の
愛
情
で
な
か
っ
た
」
と
悟
り
、
女
徳
を
備
え

た
露
子
へ
の
「
愛
」
を
再
認
識
し
て
結
婚
す
る
。
次
い
で
掲
載
さ
れ

た
湘
煙
女
史
の
「
山
間
の
名
花
」
（
九

s
―
二
、
一
五
号
、
明
ニ
ニ
・

ニ
・
七
＼
五
・
九
）
は
、
「
夫
婦
間
の
真
の
愛
」
が
「
全
編
の
眼
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目
」
と
い
う
山
田
美
妙
の
同
時
代
評
（
明
ニ
ニ
・
六
・
一
五
『
以
良

都
女
』
二
四
号
）
が
あ
る
よ
う
に
、
政
治
家
高
園
乾
一
と
妻
芳
子
の

「
精
神
の
親
し
き
交
り
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
芳
子
は
「
嘗
て
我
国

の
婦
人
が
憐
れ
な
地
に
立
て
居
る
」
の
を
見
て
「
救
ひ
た
」
い
と
願

い
「
東
西
に
奔
走
」
す
る
「
女
丈
夫
」
で
あ
っ
た
が
、
結
婚
後
は
「
女

が
固
有
の
和
か
き
愛
」
で
夫
の
「
志
を
癒
起
」
さ
せ
る
内
助
の
功
を

発
揮
し
、
女
権
運
動
に
癒
闘
す
る
「
女
弟
子
」
に
対
し
て
「
婦
人
の

徳
に
恥
な
い
奥
優
か
し
き
挙
動
を
望
む
」
と
諭
す
。

以
上
の
作
品
に
続
け
て
、
巌
本
は
先
に
引
用
し
た
社
説
の
中
で
す

で
に
脱
稿
さ
れ
た
作
品
と
し
て
「
赤
子
の
一
心
」
（
「
孝
子
の
一
心
」

の
誤
植
）
及
び
「
松
の
歎
息
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
『
都
の
花
』
二
四
号
（
明
ニ
ニ
・
一

O・
六
）
、
七
四
号
（
明
二
五

•
一
・
三
）
に
竹
柏
園
女
史
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
る
予
定
の
作
品
で

あ
る
。
な
ぜ
巌
本
が
未
発
表
作
品
の
存
在
を
知
り
得
た
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
『
都
の
花
』
の
編
集
部
に
す
で
に
原
稿
が
寄
せ
ら
れ
、
女

性
作
家
の
積
極
的
な
起
用
の
青
写
真
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
る
。『

都
の
花
』
の
創
刊
以
前
、
『
女
学
雑
誌
』
―
一
五
号
（
明
ニ
―
•

六
・
ニ
三
）
の
新
報
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
女
の
雑
誌
禰
よ
盛
ん
な
ら

ん
と
す
」
と
題
す
る
記
事
は
、
「
金
港
堂
よ
り
発
兌
す
る
『
都
の
花
』
」

の
「
趣
向
」
に
つ
い
て
、
「
ヲ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
の
上
に
載
せ
て
も
相

応
す
る
風
に
立
派
に
し
て
交
際
社
会
の
玉
手
箱
流
行
社
会
の
お
手
本

た
ら
ん
と
す
と
か
云
へ
り
吾
人
之
を
占
ふ
に
蓋
し
『
い
ら
つ
め
』
を

更
ら
に
通
に
し
た
る
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
同
記
事
と
並
ん

で
「
之
れ
と
文
学
の
発
達
（
同
右
）
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
「
女
の

教
育
が
盛
ん
に
成
り
女
の
雑
誌
が
世
に
出
で
た
る
時
代
よ
り
文
学
の

形
勢
一
変
し
た
り
而
し
て
彼
の
イ
ラ
ッ
メ
の
如
き
亦
未
来
の
都
の
花

の
如
き
は
此
の
一
点
に
向
ふ
て
最
も
効
能
多
き
も
の
な
ら
ん
」
と
述

べ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
明
治
二

0
年
前
後
、
女
性
啓
蒙
の
運
動
の
渦
中
か

ら
婦
人
雑
誌
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
、
新
し
い
女
性
読
者
を
掘
り
起
こ

し
て
い
っ
た
(
2
)

。
婦
人
雑
誌
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
興
隆
は
、
新
世
代

の
女
性
た
ち
に
文
筆
活
動
の
機
会
を
増
や
し
、
読
み
手
か
ら
寄
稿
者

へ
の
通
路
を
開
拓
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
留
意
し
た
い
の
は
、
『
都

の
花
』
が
ま
さ
に
そ
う
し
た
出
版
状
況
の
な
か
に
誕
生
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
明
治
二

0
年
七
月
に
成
美
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
婦
人

雑
誌
『
以
良
都
女
』
の
編
集
主
筆
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
美
妙
を
『
都

の
花
』
の
主
幹
と
し
て
抜
擢
し
た
こ
と
は
宣
伝
的
機
能
を
果
た
し
、

婦
人
雑
誌
が
開
拓
し
た
女
性
読
者
層
を
も
抱
え
込
ん
で
い
く
新
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
文
芸
雑
誌
と
し
て
の
色
彩
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
が
雑
誌
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
役

目
を
果
た
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
『
都
の
花
』
の
色
刷
り
で

桜
の
花
弁
が
描
か
れ
た
表
紙
絵
は
、
い
か
に
も
「
此
書
の
名
に
お
ヘ

る
、
都
の
花
の
色
競
べ
」
と
い
う
創
刊
の
辞
に
ふ
さ
わ
し
い
華
麗
さ

を
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
我
楽
多
文
庫
』
―
一
号
（
明
ニ
―

・
―
-
）
の
「
街
談
巷
説
」
欄
に
載
っ
た
「
是
は
近
頃
大
評
判
の
雑

誌
」
と
い
う
記
事
で
は
、
『
都
の
花
』
の
外
形
的
体
裁
が
視
覚
的
に
与

え
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
「
表
紙
は
優
に
や
さ
し
く
令
嬢
必
読
と
い
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⑩⑨⑧  ⑦
 
⑥⑤④  ③

 
②
 

ふ
可
き
体
裁
な
り
」
と
評
し
て
お
り
、
女
性
読
者
も
対
象
に
想
定
さ

れ
た
雑
誌
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
1
)
『
都
の

『
都
の
花
』
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
明
治
二
年
一

0
月
に
創
刊
さ

れ
、
明
治
二
六
年
六
月
一
八
日
に
第
一
〇
九
号
で
廃
刊
と
な
っ
た
。

約
四
年
八
ヶ
月
の
活
動
期
間
中
に
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
女
性
の
筆

に
な
る
全
作
品
の
一
覧
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
秋
月
女
史
「
許
嫁
の
縁
」
（
二
＼
五
号
、
明
ニ
―
•
―
―
•
四
S

―
ニ
・
一
六
）

竹
柏
園
女
史
「
胸
の
お
も
ひ
」
（
六
＼
八
号
、
明
ニ
ニ
・
一
・
六

S
ニ
・
三
）

湘
煙
女
史
「
山
間
の
名
花
」
（
九

s
―
二
、
一
五
号
、
明
ニ
ニ
・

ニ
・
一
七
＼
五
・
一
九
）

竹
柏
園
女
史
「
姉
妹
」
(
-
九
号
、
明
ニ
ニ
・
七
・
ニ
―
)

椰
園
女
史
「
孝
子
の
一
心
」
（
二
四
号
、
明
ニ
ニ
•

IO・ 
六）

花
圃
女
史
「
八
重
桜
」
（
三
六
＼
三
九
号
、
明
二
三
•
四
·
六
S

五
・
一
八
）

藍
江
女
史
「
う
た
A

ね
」
（
四
六

S
四
八
号
、
明
二
三
・
九
・
七

s
 
1
0
•
五
）

す
み
れ
女
史
「
半
開
の
梅
」
（
五
五
号
、
明
二
四
・
一
・
一
八
）

竹
柏
園
女
史
「
松
の
嘆
息
」
（
七
四
号
付
録
、
明
二
五
・
一
・
三
）

す
み
れ
女
史
「
有
馬
筆
」
（
七
四
号
付
録
、
明
二
五
・
一
・
三
）

に
お
け
る
〈
閏
秀
小
説
〉

の
掲
載
状
況

花
圃
女
史
「
こ
ぞ
の
つ
み
」
（
八
八
号
、
明
二
五
・
八
・
七
）

秋
香
女
史
「
二
人
佳
人
」
（
九
一
＼
九
四
号
、
明
二
五
・
九
・

八
s
-

―
•
六
）

一
葉
女
史
「
う
も
れ
木
」
（
九
五
＼
九
七
号
、
明
二
五
・
一
―

ニ
O
S
―
ニ
・
一
八
）

⑭
一
葉
女
史
「
暁
月
夜
」

(
1
0
一
号
、
明
二
六
・
ニ
・
一
九
）

⑮
花
圃
女
史
「
片
う
づ
ら
」

(
1
0
三
号
、
明
二
六
・
三
・
一
九
）

右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
創
刊
時
の
第
二
号
（
明
ニ
―
•
―
-
．

四
）
か
ら
第
―
二
号
（
明
ニ
ニ
•
四
・
七
）
ま
で
は
毎
号
の
よ
う
に

続
け
て
女
性
の
書
い
た
小
説
を
掲
載
し
て
お
り
、
女
性
作
家
に
積
極

的
に
門
戸
を
開
こ
う
と
す
る
編
集
態
度
が
明
確
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

同
時
期
女
性
作
家
出
現
を
待
望
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
要
請
を
敏

感
に
察
知
し
て
、
高
田
早
苗
主
筆
の
も
と
に
「
文
学
新
聞
」
（
『
半
峰

昔
ば
な
し
』
所
収
、
「
六
四
、
文
学
新
聞
と
し
て
の
成
功
」
）
の
色
彩

を
濃
く
し
て
い
た
『
読
売
新
聞
』
で
も
、
明
治
ニ
―
年
―
一
月
八
日

か
ら
二
二
日
に
か
け
て
「
葦
屋
よ
し
女
」
と
い
う
女
性
作
家
の
筆
名

の
小
説
「
夜
の
錦
」

3
が
紙
面
を
飾
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
ニ
ニ

年
に
は
曙
女
史
作
の
「
婦
女
の
鑑
」
（
一
・
三
＼
ニ
・
ニ
八
）
、
「
操
く

ら
べ
」

(
IO・
六
＼
一

O・
八
）
が
連
載
さ
れ
、
女
性
作
家
の
登
用

に
前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。
二
三
年
に
は
清
花
女
史

「
娘
気
」
（
一
・
ニ

S
-
．
七
）
、
曙
女
史
「
わ
か
松
」
（
一
・
三

s-

・
ニ

0
)
、
花
圃
女
史
「
教
草
お
だ
ま
き
物
語
」
（
四
・
一
四
＼
四
・

一
九
）
、
三
茂
女
史
「
花
競
上
野
四
季
咲
」
（
七
・
九
＼
八
・
八
）
等

の
作
品
が
相
次
い
で
掲
載
さ
れ
て
ピ
ー
ク
に
達
す
る
が
、
し
か
し
同

⑬ ⑫⑪  
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年
七
月
以
降
、
紅
葉
と
露
伴
の
競
作
を
同
時
に
発
表
す
る
と
い
う
企

画
が
始
ま
っ
た
時
期
を
さ
か
い
に
女
性
作
家
の
小
説
は
紙
面
か
ら
姿

を
消
し
て
い
く
。

一
方
『
都
の
花
』
の
場
合
は
、
単
に
プ
ー
ム
に
載
っ
た
一
時
的
な

現
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
概
し
て
女
性
作
家
の
起
用
に
意
欲
的
な
編
集

態
度
は
廃
刊
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
看
取
で

き
る
。
た
だ
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
明
治
二
四
年
一
月
一
八
日
発
行

の
五
五
号
か
ら
翌
年
一
月
三
日
発
行
の
七
四
号
ま
で
の
約
一
年
の
空

白
期
で
あ
る
。
こ
の
空
白
の
大
き
な
要
因
の
一
っ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
は
、
明
治
二
四
年
五
月
一
七
日
発
行
の
六
三
号
に
掲
載
さ
れ
た

山
田
美
妙
の
「
大
恥
辱
」
（
第
六
、
七
）
と
藤
本
藤
蔭
の
「
や
ぶ
だ
A

み
（
其
四
淫
婆
）
」
が
風
俗
壊
乱
す
る
も
の
と
さ
れ
て
六
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
発
行
停
止
処
分
を
う
け
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
三
年
一

0
月
の
教
育
勅
語
の
発
布
後
、
国
粋
主
義
的
風
潮
と
相
侯
っ
て
〈
女

徳
〉
論
が
声
高
に
な
っ
て
ゆ
く
な
か
で
、
風
俗
壊
乱
を
理
由
に
停
止

処
分
を
う
け
た
雑
誌
に
小
説
を
掲
載
す
る
こ
と
は
女
徳
に
瑕
を
つ
け

る
に
等
し
い
行
為
と
し
て
、
女
性
作
家
の
作
品
の
掲
載
を
差
し
控
え

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
年
が
改
ま
っ
て
翌

二
五
年
一
月
三
日
発
行
の
『
都
の
花
』
七
四
号
の
巻
頭
で
は
、
「
発
行

兼
編
者
人
」
の
中
根
淑
が
「
年
頭
の
口
上
」
を
掲
げ
、
「
小
説
雑
誌
の

魁
と
呼
ば
れ
る
都
の
花
も
、
折
折
世
の
な
か
を
警
醒
す
る
位
な
事
を

載
せ
る
が
よ
い
」
と
「
娼
妓
買
出
し
人
の
奸
策
、
海
外
醜
業
者
の
、

渡
航
免
状
を
二
重
に
遣
ふ
手
段
な
ん
ど
を
穿
く
り
出
し
」
て
「
風
俗

矯
正
の
万
分
一
に
も
な
ら
う
か
と
、
や
り
掛
ツ
た
が
最
後
の
助
、
何

ぞ
思
は
ん
反
対
に
風
俗
を
壊
乱
す
と
の
御
叱
り
」
を
受
け
る
に
至
っ

た
と
弁
明
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
新
年
号
の
付
録
欄
で
は
、
二
篇
の

女
性
作
家
の
小
説
の
起
用
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
誌
面
づ
く

り
を
し
、
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
を
図
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
『
都

の
花
』
で
は
、
女
性
作
家
を
起
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
編
集
上
の
企
画

を
立
て
て
お
り
、
女
性
作
家
と
い
う
存
在
に
い
ち
早
く
門
戸
を
開
き

活
躍
の
舞
台
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
こ
の
雑
誌
の
際
立
っ
た
特
徴
の

―
っ
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
次
に
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ

た
小
説
中
心
の
文
芸
雑
誌
の
中
に
占
め
る
〈
閏
秀
小
説
〉
の
比
重
と

比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
『
都
の
花
』
の
性
格
を
よ
り
明

白
に
浮
き
彫
り
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

(
2
)

同
時
期
の

当
時
の
〈
小
説
雑
誌
〉
と
し
て
は
、
『
都
の
花
』
創
刊
に
先
立
つ
こ

と
五
ヶ
月
の
明
治
ニ
―
年
五
月
に
公
に
売
り
出
さ
れ
始
め
た
硯
友
社

の
機
関
雑
誌
『
我
楽
多
文
庫
』
(
-
s
一
六
号
、
明
ニ
―
•
五
S

ニ
ニ

・
ニ
）
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
ニ
―
年
―
一
月
一

0
日
発
行

の
『
我
楽
多
文
庫
』
第
一
―
号
に
掲
載
さ
れ
た
紅
葉
山
人
口
述
・
漁

村
柳
筆
記
「
紅
子
戯
語
」
巻
之
二
に
は
、
「
硯
友
社
に
集
ひ
た
る
編
集

の
面
々
」
の
「
雑
談
」
を
「
書
写
し
J

た
次
の
よ
う
な
戯
文
調
の
一

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

九
〈
〈
時
に
美
妙
子
「
都
の
花
」
で
し
つ
か
り
蔵
入
が
あ
り
ま
し

た
ら
う
二
号
に
は
ま
た
秋
月
女
史
と
同
席
な
ぞ
は
稗
官
冥

〈
小
説
雑
誌
〉

と
の
比
較
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加
に
叶
っ
た
と
い
ふ
も
ん
だ
》

思
《
ア
ノ
秋
月
女
史
と
い
ふ
名
で
売
れ
が
余
ツ
程
違
ふ
さ
う
だ
、

な
ん
と
い
つ
て
も
浮
世
は
色
力
》

九
《
社
で
も
―
二
枚
面
の
い
A

処
を
配
剤
し
た
ら
ど
う
だ
》

美
《
文
章
だ
け
を
見
せ
る
の
で
す
か
ら
面
の
い
A

の
は
錦
衣
夜

行
で
す
》

思
《
だ
か
ら
著
者
の
写
真
を
巻
頭
へ
出
し
た
ら
よ
か
ら
う
》

右
の
会
話
に
み
ら
れ
る
「
秋
月
女
史
」
と
は
、
明
治
ニ
―
年
一
―

月
四
日
発
行
『
都
の
花
』
第
二
号
に
初
登
場
し
た
女
性
作
家
の
筆
名

で
あ
る
。
硯
友
社
の
編
集
人
た
ち
は
、
女
性
作
家
起
用
に
踏
み
切
っ

た
『
都
の
花
』
の
編
集
態
度
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
背
景
に
出
版
社

の
商
業
戦
略
を
見
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
『
都
の
花
』
に
対
抗
し

て
女
性
作
家
の
「
写
真
を
巻
頭
へ
」
掲
げ
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
八
年

―
二
月
、
博
文
館
か
ら
『
文
芸
倶
楽
部
』
臨
時
増
刊
と
し
て
発
行
さ

れ
た
「
閾
秀
小
説
」
特
集
号
の
巻
頭
を
飾
っ
た
肖
像
写
真
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
女
性
作
家
の
誌
面
参
加
に
関
心
を
示
す
一
方

で
、
男
性
社
員
で
占
め
ら
れ
た
硯
友
社
の
機
関
誌
が
女
性
の
書
き
手

に
積
極
的
に
門
戸
を
開
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
硯
友
社
機
関
誌
の
中

で
は
、
『
我
楽
多
文
庫
』
第
三
号
（
明
ニ
―
•
六
・
ニ
五
）
の
「
千
紫

万
紅
」
と
い
う
戯
文
新
体
詩
欄
に
菱
花
女
史
の
新
体
詩
「
蝶
」
が
初

め
て
誌
面
に
彩
り
を
添
え
た
後
、
同
女
史
の
新
体
詩
「
金
風
、
朔
風
」

（
同
一
―
号
、
明
ニ
―
•
―

I
·
I
0
)
、
ま
た
『
我
楽
多
文
庫
』
の

継
続
誌
と
し
て
第
一
七
号
を
初
号
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
文
庫
』
一

七
号
（
明
ニ
ニ
・
三
・
一
）
に
「
月
」
、
同
一
九
号
（
明
ニ
ニ
•
四

・
一
五
）
に
「
三
水
岳
」
等
の
新
体
詩
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
女
性
執

筆
者
の
比
重
は
極
め
て
小
さ
い
。
さ
ら
に
こ
れ
以
降
硯
友
社
系
機
関

誌
と
し
て
『
小
文
学
』
一
S

九
号
（
明
ニ
ニ
・
―

-
S
二
三
•
四
）
、

『
江
戸
む
ら
さ
き
』
一
＼
―
二
号
（
明
二
三
・
六

S
二
三
・
―
二
）
、

『
千
紫
万
紅
』
一

S
八
号
（
明
二
四
・
六

S
二
五
・
三
）
、
『
小
桜
鍼
』

-
S
五
号
（
明
二
五
・
―

-
S
二
六
・
七
）
等
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

女
性
作
家
の
作
品
は
出
現
し
て
い
な
い
。

明
治
二
三
年
一
月
五
日
発
行
の
『
都
の
花
』
新
年
号
に
掲
載
さ
れ

た
「
年
頭
の
口
上
」
に
お
い
て
、
「
一
昨
年
の
十
月
此
雑
誌
を
目
論
見

始
め
た
頃
は
ま
だ
世
に
小
説
雑
誌
の
影
法
師
も
見
え
ざ
り
し
が
、
夫

れ
か
ら
一
雨
／
＼
に
殖
え
出
し
て
来
て
…
…
小
説
大
流
行
の
時
節
と

な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
ニ
―
年
―

0
月
の
『
都
の

花
』
発
刊
以
来
、
小
説
雑
誌
の
創
刊
が
相
次
い
だ
。
明
治
ニ
―
年
一

一
月
に
は
『
小
説
莱
錦
』
、
次
い
で
―
二
月
に
は
『
や
ま
と
錦
』
が
創

刊
さ
れ
て
い
る
。
春
陽
堂
か
ら
出
た
『
小
説
莱
錦
』

(-s
一
五
号
、

明
ニ
―
•
―

-
s
ニ
ニ
・
六
）
は
、
「
新
聞
紙
に
掲
げ
た
る
小
説
の
う

ち
よ
り
、
善
き
も
の
を
の
み
撰
み
て
、
作
家
の
訂
補
を
請
ひ
て
」
（
「
小

説
莱
錦
発
行
の
主
旨
」
）
掲
載
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
当
時
の
『
国
民
之

友
』
（
三
四
号
、
明
ニ
―
•
―
-
)
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
に
よ
れ
ば
、

「
寄
書
家
人
名
」
と
し
て
吉
田
餡
庵
（
朝
野
新
聞
）
、
前
田
香
雪
（
絵

入
朝
野
新
聞
）
、
宮
崎
三
昧
（
東
京
電
報
）
、
条
野
採
菊
（
や
ま
と
新

聞
）
、
塚
原
蓼
洲
（
東
京
日
々
）
、
製
庭
箪
村
（
読
売
）
、
森
田
思
軒
（
報

知
）
、
須
藤
南
翠
（
改
進
）
の
各
新
聞
記
者
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
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旧
作
小
説
の
再
録
と
い
う
編
集
方
式
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
女
性

作
家
の
筆
に
な
る
作
品
は
見
ら
れ
な
い
。
尚
、
春
陽
堂
は
明
治
ニ
ニ

年
一
月
、
新
作
を
標
榜
し
た
『
新
小
説
（
第
一
期
）
』
（
明
ニ
ニ
・
一

S
二
三
・
六
、
一
＼
二
八
号
）
を
創
刊
し
て
い
る
が
、
女
性
作
家
の

小
説
は
誌
面
に
登
場
し
て
い
な
い
。
一
方
博
文
館
か
ら
発
行
さ
れ
た

『
や
ま
と
錦
』
で
は
、
早
く
も
第
二
号
か
ら
幽
芳
女
史
著
述
・
南
翠

外
史
劃
潤
「
未
開
紅
」
（
同
誌
二
＼
三
、
五
＼
六
、
八
‘
1
0
、
一
三

号
、
明
ニ
ニ
・
ニ
・
一
＼
九
・
一
）
の
連
載
が
開
始
さ
れ
た
。
た
だ

し
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
小
序
」
で
須
藤

南
翠
が
作
者
の
「
幽
芳
女
史
は
心
を
か
し
き
淑
女
」
で
あ
る
と
強
調

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
性
の
筆
者
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
る

3
。
そ
の
信
憑
性
如
何
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て

も
、
「
女
史
」
の
筆
名
を
冠
し
た
小
説
の
掲
載
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に
、

対
抗
誌
『
都
の
花
』
へ
の
競
争
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
容
易
に

推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
次
い
で
掲
載
さ
れ
た
小
金
井
喜
美
子
訳
「
星
」

（
四
号
、
明
ニ
ニ
・
三
・
三
）
は
、
同
年
二
月
に
同
社
が
発
行
し
た

『
日
本
之
女
学
』
に
す
で
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
こ
の

よ
う
な
二
重
掲
載
の
ミ
ス
を
犯
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
雑
誌
の
体

裁
上
女
性
作
家
の
作
品
を
次
々
と
掲
げ
る
必
要
に
駆
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
伺
え
る
。
尚
、
同
誌
上
に
は
小
金
井
喜
美
子
訳
「
黒
き
玉
」
（
同

誌
五
号
、
明
ニ
ニ
•
四
・
一
）
、
竹
柏
園
女
史
「
野
辺
の
菫
」
上
・
下

の
巻
（
同
誌
九
‘
―
二
＼
一
三
号
、
明
ニ
ニ
・
八
・
一
＼
―
ニ
・
一
）

が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
明
治
二
二
年
二
月
に
一
三
号
を
も
っ
て
廃
刊

を
迎
え
て
い
る
。

明
治
二
0
年
代
前
期
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
現
れ
た
「
妙
齢
閏
秀
」

作
家
た
ち
は
好
奇
の
視
線
を
集
め
、
聯
か
の
椰
楡
．
嘲
笑
を
こ
め
て

〈
娘
作
者
〉
と
い
う
呼
称
で
表
さ
れ
て
い
た
。
小
説
に
手
を
染
め
た

女
性
た
ち
は
毀
誉
褒
貶
の
的
と
な
り
、
『
都
の
花
』
に
出
現
し
た
女
性

小
説
家
も
、
同
時
代
作
品
の
中
に
素
材
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
明
治
二
二
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
活
版
公
売
本
『
我

楽
多
文
庫
』
第
一
五
＼
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
笑
雪
女
史
・
拝
枝
女
史

合
作
「
自
惚
娘
作
者
」
は
、
駆
け
出
し
の
「
娘
作
者
」
の
笑
雪
・
拝

枝
両
女
史
が
、
言
文
一
致
・
雅
俗
折
衷
両
文
体
の
優
劣
を
賢
し
ら
に

小
説
に
描
か
れ
た

以
上
の
よ
う
に
同
時
期
の
他
の
小
説
中
心
の
文
芸
雑
誌
と
比
べ
る

と
、
女
性
作
家
起
用
の
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
が
、
『
都
の
花
』
の
顕
著

な
特
徴
の
一
っ
と
し
て
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た

明
治
二
0
年
代
前
半
期
に
お
い
て
、
『
以
良
都
女
』
（
已
や
『
女
学
雑

誌
』
な
ど
の
婦
人
雑
誌
を
例
外
に
す
れ
ば
、
『
都
の
花
』
は
女
性
作
家

に
誌
面
を
開
い
た
数
少
な
い
小
説
発
表
機
関
誌
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
『
江
戸
紫
』
第
一
0
号
（
明
二
三
・
一
―

•
五
）
に
「
作
者
類
緊
名
彙
」
と
い
う
当
時
の
文
士
の
筆
名
の
一
覧

表
が
載
っ
て
い
る
が
、
「
女
史
」
の
欄
に
連
ね
ら
れ
た
「
曙
（
故
）
、

竹
柏
園
、
花
園
、
秋
月
、
藍
江
、
湘
煙
」
の
六
人
の
女
性
作
家
名
の

内
の
五
人
ま
で
が
『
都
の
花
』
の
寄
稿
者
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
、
こ

の
こ
と
は
一
層
明
瞭
で
あ
る
。

〈
娘
作
者
〉
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討
論
す
る
様
を
戯
画
的
に
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
会
話
文
中
に
、

言
文
一
致
を
採
用
し
た
新
作
小
説
を
『
文
庫
の
花
』
に
発
表
す
る
笑

雪
女
史
が
、
原
稿
料
の
儲
け
で
「
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
出
来
ま
す
ネ
」
と

拝
枝
女
史
に
椰
楡
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
『
文
庫
の
花
』
と
い
う
の

は
明
ら
か
に
『
都
の
花
』
を
捩
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
、
『
都

の
花
』
に
現
れ
た
女
性
小
説
家
を
強
く
意
識
し
た
と
こ
ろ
に
成
り
立

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
「
言
文
一
致
は
な
ん
だ
か
下
卑
て
居
て
、

ど
う
も
高
尚
と
云
ふ
わ
け
に
い
か
な
い
」
か
ら
「
雅
文
調
」
を
採
用

す
る
と
い
う
拝
枝
女
史
に
対
し
て
、
笑
雪
女
史
が
「
秋
月
女
史
の
様

な
、
『
い
ざ
さ
せ
給
へ
』
の
方
が
お
好
き
な
ん
で
す
ね
」
と
言
う
よ
う

に
『
都
の
花
』
初
登
場
の
女
性
作
家
名
が
露
骨
に
出
て
く
る
点
か
ら

も
明
瞭
で
あ
る
。
末
尾
で
は
、
「
諷
誡
娘
作
者
」
と
い
う
外
題
で
「
片

腹
痛
き
は
一
雨
毎
に
芽
を
ふ
き
だ
す
此
頃
の
娘
作
者
ぞ
か
し
」
と
「
女

史
共
の
悪
口
」
を
書
い
た
手
帳
を
拾
っ
た
両
女
史
が
、
持
ち
主
の
「
漣

山
人
」
に
梅
の
枝
で
打
ち
か
か
る
と
い
う
女
性
ら
し
く
な
い
振
る
舞

い
を
戯
画
化
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
著
者
の
漣
山
人
は
「
黒
衣
魔
」
（
明

二
三
．

S
三
『
日
本
之
文
華
』
第
四
＼
五
号
）
と
題
す
る
作
品
の
中

で
も
、
〈
娘
作
者
〉
を
諷
し
て
い
る
。
「
鞍
馬
山
人
」
と
称
す
る
主
人

公
の
男
性
作
家
は
、
弟
子
志
望
の
「
駆
け
出
し
の
作
者
」
と
「
今
日

の
文
学
社
会
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
中
で
、
次
の
よ
う
に
女
学
生
の

間
で
小
説
家
志
望
が
急
増
し
て
い
る
状
況
を
語
っ
て
い
る
。

不
思
議
な
の
は
娘
作
者
だ
、
婦
人
の
作
者
だ
。
何
時
か
誰
や
ら

が
、
婦
女
子
は
小
説
家
に
適
し
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
を
云
つ
た
、

そ
の
結
果
で
も
あ
る
ま
い
が
、
追
々
婦
人
の
作
者
が
殖
え
る
様

子
だ
。
此
の
間
も
新
聞
で
見
た
が
、
あ
る
女
学
校
の
女
生
徒
の

中
に
は
、
五
六
人
組
ん
で
小
説
の
雑
誌
を
こ
し
ら
へ
て
居
る
と

か
、
小
説
研
究
会
を
開
い
て
居
る
と
か
、
折
々
聞
き
込
む
…
…
。

右
の
現
象
に
対
し
て
、
「
鞍
馬
山
人
」
は
「
其
等
の
令
嬢
諸
君
が
、

全
く
他
日
東
洋
の
エ
リ
オ
ッ
ト
を
以
て
自
ら
任
じ
ゃ
う
と
云
ふ
気
」

な
ら
ば
「
嬉
し
く
も
亦
有
り
難
い
」
が
、
「
お
慰
み
に
書
い
て
居
る
」

の
な
ら
「
今
の
中
に
止
て
も
ら
い
度
い
」
と
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。

ま
た
『
都
の
花
』
誌
上
に
も
、
〈
娘
作
者
〉
を
諷
刺
し
た
作
品
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
内
田
不
知
庵
「
当
世
文
学
通
」
（
『
都
の
花
』
一
七

号
、
明
ニ
ニ
・
六
・
一
六
）
は
、
「
批
評
紳
士
」
と
「
売
り
出
し
の
娘

作
者
野
暮
女
史
」
と
が
小
説
談
義
す
る
所
へ
、
「
鈴
の
屋
」
と
い
う
言

文
一
致
作
家
が
聞
入
し
て
き
て
「
意
味
あ
り
げ
に
女
史
を
視
る
」
と

い
っ
た
筋
立
て
で
、
「
女
史
」
の
名
を
冠
し
た
作
品
の
裏
幕
に
女
性
文

体
を
擬
装
し
た
男
性
作
家
が
存
在
す
る
と
い
う
「
代
作
」
問
題
を
扱

っ
た
諷
刺
小
説
で
あ
る
。
「
野
暮
女
史
」
は
「
批
評
紳
士
」
と
の
対
話

の
中
で
、
「
此
頃
の
『
れ
で
エ
の
オ
ベ
り
す
と
』
。
ね
、
妾
も
其
一
人

で
す
が
、
想
像
力
の
な
い
に
も
憫
れ
る
わ
、
菌
苔
園
女
史
の
「
船
の

も
や
ひ
」
、
あ
れ
が
喝
采
を
得
た
ん
で
す
か
ら
、
ほ
ん
と
に
世
間
は
眼

が
な
く
つ
て
ね
」
（
傍
線
筆
者
）
と
ラ
イ
バ
ル
の
女
性
作
家
を
誹
謗
し

て
い
る
が
、
傍
線
部
は
明
ら
か
に
『
都
の
花
』
六

s八
号
（
明
ニ
ニ

.
-
．
六

S
ニ
・
三
）
に
発
表
さ
れ
た
竹
柏
園
女
史
の
「
胸
の
お
も

ひ
」
の
捩
り
で
あ
る
。
作
者
の
不
知
庵
は
、
『
女
学
雑
誌
』
一
五
一
号

（
明
ニ
ニ
・
三
・
ニ
）
に
掲
げ
た
批
評
の
中
で
「
ブ
ル
ユ
ー
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
は
将
に
日
本
に
顕
は
れ
ん
と
す
」
と
述
べ
、
『
都
の
花
』
に
登
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場
し
た
「
竹
柏
園
女
史
の
新
作
」
を
取
り
上
げ
、
「
女
性
の
中
に
超
出

し
た
れ
ど
も
若
し
遠
慮
会
釈
な
く
云
へ
ば
是
と
い
ふ
脚
色
も
な
く
殊

に
女
性
の
特
質
と
も
い
ふ
べ
き
長
所
ー
即
ち
人
情
を
穿
つ
に
も
亦
疎

な
る
が
如
し
」
と
辛
口
の
批
評
を
し
て
い
る
。
「
当
世
文
学
通
」
は
、

「
珍
し
き
娘
作
者
」
と
持
て
囃
さ
れ
て
過
大
な
評
価
を
得
る
女
性
作

家
を
皮
肉
な
調
子
で
椰
楡
し
、
戯
画
化
し
て
い
る
(
6
)
0

「
鈴
の
屋
」

は
、
「
批
評
紳
士
」
の
好
評
を
得
る
た
め
に
、
「
野
暮
女
史
」
の
新
作

『
冬
の
筍
』
の
「
結
婚
を
団
円
」
に
し
た
「
結
末
は
斬
新
」
だ
と
称

揚
す
る
が
、
こ
こ
で
は
暗
に
女
性
作
家
の
多
く
が
用
い
る
陳
腐
な
趣

向
が
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。
「
鈴
の
屋
」
が
、
「
『
冬
の
筍
』
。
あ
れ
は
き

ツ
と
当
り
ま
す
よ
、
僕
は
余
程
苦
心
し
た
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
「
女

史
の
小
指
を
握
」
る
場
面
は
、
野
暮
女
史
が
色
仕
掛
け
で
代
作
を
依

頼
し
た
こ
と
を
暗
示
し
、
「
『
冬
の
筍
は
代
作
な
り
』
と
噂
が
世
間
」

に
立
っ
た
と
い
う
結
末
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
女
性
が
小
説
を
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
を
題
材
に
し
た
作
品

と
し
て
は
、
熱
狂
的
な
「
小
説
好
き
」
の
娘
を
主
人
公
と
し
た
秋
城

居
士
作
「
小
説
娘
」
（
明
二
四
・
九

S
1
0
『
都
の
花
』
第
六
七
＼
六

九
号
）
が
あ
る
。
「
書
林
娘
屋
」
の
看
板
娘
文
子
は
、
「
婿
選
定
の
小

説
試
験
」
の
た
め
に
、
「
妾
の
意
に
適
す
る
小
説
を
も
の
さ
れ
た
る
方

を
以
て
夫
婿
と
定
め
必
ず
結
婚
致
す
べ
く
候
ふ
」
と
い
う
小
説
募
集

の
新
聞
広
告
を
掲
載
す
る
。
文
子
は
、
「
小
説
を
椿
へ
」
る
女
性
で
あ

る
。
新
聞
広
告
は
社
会
の
関
心
の
的
と
な
り
、
「
東
洋
諸
国
を
巡
遊
」

す
る
「
独
逸
国
の
文
学
博
士
」
が
「
川
津
田
文
子
の
広
告
と
云
ふ
演

題
」
で
、
「
文
学
上
の
美
術
な
る
、
小
説
を
以
て
試
験
の
器
械
に
活
用

伊
予
東
京
西
京
美
濃
東
京
札
幌

明
治
ニ
―

明

治

二

四

年

―

二

月

、

金

港

堂

は

の

に

掲

載

さ

れ

た

閏

秀
小
説
を
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
企
画
し
、
出
版
（
七
五
号
の
巻
末

に
は
、
広
告
を
掲
載
）
し
た
。
そ
の
「
目
録
」
を
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。女
記
者

胸
の
お
も
ひ

半
開
の
梅

う
た
A

ね

孝
子
の
一
心

許
嫁
の
縁

こ
の
書
物
は
、

花
園
女
史

竹
柏
園
女
史

す
み
れ
女
史

藍
江
女
史

椰
園
女
史

秋
月
女
史

-
0
月
創
刊
か
ら
明
治
二
四
年
ま
で

『
閏
秀
六
家
撰
』
の
出
版

せ
し
が
如
き
、
其
思
想
の
風
流
に
し
て
優
美
な
る
、
其
才
智
の
慧
敏

な
る
、
其
方
法
の
高
尚
な
る
、
全
世
界
中
第
一
等
の
淑
女
史
」
と
称

え
、
「
日
本
帝
国
の
文
運
旺
盛
に
し
て
、
巳
に
開
明
の
域
に
達
し
た
」

と
賞
賛
す
る
。
「
小
説
熱
」
は
「
女
子
に
も
頓
て
感
染
し
て
、
女
学
校

の
生
徒
な
ど
は
、
寄
る
と
障
る
と
、
文
子
の
噂
さ
や
小
説
の
品
評
」

し
、
小
説
市
場
が
活
況
を
呈
す
る
様
相
が
戯
画
化
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
小
説
市
場
に
参
入
し
始
め
た
女
性
た
ち
は
、
読
者
の
好

奇
心
を
そ
そ
る
題
材
と
し
て
小
説
に
取
り
込
ま
れ
、
軽
視
し
が
た
い

勢
い
を
も
っ
て
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
角
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
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の
間
に
『
都
の
花
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
女
性
作
家
作
品
の
中
か
ら

五
篇
を
選
び
、
巻
頭
小
説
と
し
て
未
発
表
の
「
女
記
者
」
を
追
加
収

録
し
て
全
六
篇
の
『
閏
秀
六
家
撰
』
に
編
ん
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
都
の
花
』
三
六
＼
三
九
号
（
明
二
三
•
四
・
六
＼
五
・
一
八
）

に
掲
載
さ
れ
た
花
圃
の
「
八
重
桜
」
は
、
零
落
し
た
一
家
の
命
運
を

双
肩
に
担
っ
た
女
主
人
公
が
、
奉
公
先
の
令
媛
の
許
嫁
へ
の
恋
を
断

念
し
て
貴
族
の
妾
と
な
り
一
子
を
生
む
と
い
う
物
語
で
あ
る
が
、
こ

の
作
品
は
好
評
を
博
し
単
行
本
『
さ
A

な
み
』
に
美
妙
の
「
花
車
」

と
並
ん
で
収
録
さ
れ
、
早
く
も
明
治
二
四
年
八
月
に
は
第
二
版
が
出

る
と
い
う
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
『
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』
第
四
巻
（
文
学
語
学
）
に
目
を
通
し

て
み
る
と
、
『
閏
秀
六
家
撰
』
以
前
に
は
女
性
作
家
の
小
説
ば
か
り
で

編
集
さ
れ
た
出
版
物
は
出
現
し
て
い
な
い
。
明
治
二

0
年
代
後
半
に

な
れ
ば
、
閏
秀
小
説
を
特
集
し
て
世
人
の
視
聴
を
集
め
た
明
治
二
八

年
―
二
月
発
行
の
『
文
芸
倶
楽
部
』
臨
時
増
刊
号
の
よ
う
な
例
が
あ

る
が
、
『
闊
秀
六
家
撰
』
は
明
治
の
出
版
界
に
お
け
る
最
初
の
女
性
作

家
の
小
説
集
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
画
期
的
な
企
画
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

表
紙
絵
の
意
匠
は
、
【
固
1
】
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ム
色
の
地
に
張
ら

れ
た
宣
伝
広
告
紙
の
右
上
に
「
閏
秀
六
家
撰
」
と
い
う
題
字
が
書
か

れ
、
左
下
の
長
方
形
の
枠
の
中
に
女
性
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
妙
齢

の
女
性
を
表
徴
す
る
島
田
能
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
他
、
紅
薔
薇
の

智
を
挿
し
た
束
髪
、
鼠
色
の
頭
巾
な
ど
六
種
類
の
女
性
の
墨
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
六
人
の
多
彩
な
女
性
作
家
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い
る
。

七元本r
 

田三丁一目な巷IH
 

右
下
に
は
発
行
兼
編
集
人
の
中
根
淑
の
署
名
「
迷
花
」
と
い
う
文
字

が
書
か
れ
た
鋏
が
描
か
れ
て
い
る
。
浮
世
絵
の
一
ジ
ャ
ン
ル
〈
お
も

ち
ゃ
絵
〉
の
中
に
あ
っ
た
色
々
な
露
を
着
せ
替
え
の
よ
う
に
か
ぶ
せ

て
遊
ぶ
〈
麗
合
わ
せ
〉

3
を
踏
襲
し
た
図
柄
に
は
、
近
世
的
な
意
匠

の
取
り
込
み
が
み
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
多
彩
な
女
性
作
家
の
作
品

の
中
か
ら
自
分
の
嗜
好
に
合
う
も
の
を
見
つ
け
て
下
さ
い
と
い
う
読

者
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
読
み
取
れ
る
。
ま
た
裏
表
紙
に
は
、
金
港
堂

の
主
人
原
亮
三
郎
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

R
・
H
を
赤
字
で
装
飾
文
字
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。

次
に
収
録
作
品
の
内
容
に
ふ
れ
る
と
、
ま
ず
巻
頭
を
飾
る
「
女
記

者
」
は
、
「
日
本
絵
入
新
聞
社
の
編
輯
局
」
で
「
横
字
新
聞
中
の
珍
し

き
雑
報
及
緊
要
な
る
電
報
を
翻
訳
し
兼
て
は
小
説
の
著
作
を
な
す
一

個
の
女
記
者
」
を
主
人
公
と
し
た
小
説
で
あ
る
。
安
永
琴
は
「
浮
薄

図

幼
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艶
淫
な
る
に
は
筆
を
染
め
さ
る
覚
悟
決
心
」
を
し
、
「
艶
聞
」
記
事
を

依
頼
さ
れ
て
も
断
固
拒
否
し
、
「
他
の
女
流
作
者
の
如
く
強
て
下
流
社

会
、
男
性
の
内
幕
な
ど
を
書
き
穿
ち
て
特
意
然
た
る
如
き
風
」
の
な

い
高
潔
な
女
性
記
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
末
尾
は
、
「
安
永
松
琴

女
史
」
が
、
「
英
国
に
航
し
勉
学
の
傍
普
く
絵
入
新
聞
視
察
中
の
処
、

此
程
帰
朝
」
し
た
同
社
の
探
訪
員
「
野
本
高
友
氏
」
と
結
婚
し
、
「
新

郎
新
婦
相
携
へ
太
平
新
聞
な
る
を
発
行
」
す
る
と
い
う
新
聞
報
道
で

締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
女
性
新
聞
記
者
の
出
現
は
、
明
治
二
三
年
ニ

月
一
日
『
国
民
新
聞
』
創
刊
の
際
に
、
竹
越
三
叉
夫
人
の
竹
代
が
編

集
員
と
し
て
入
社
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
る
が
、
同
時
期
に
は
、

女
性
記
者
を
主
人
公
と
し
た
弦
斉
居
士
の
「
新
聞
記
者
」
（
『
報
知
叢

話
』
一

s
1
0
号
、
明
二
四
•
四
•
五

S

六
・
ニ
八
）
が
あ
る
。

す
み
れ
女
史
の
「
半
開
の
梅
」
は
、
主
人
公
の
女
学
生
艶
と
幼
な

じ
み
の
直
江
と
の
間
柄
が
恋
に
発
展
し
て
い
く
経
緯
を
描
い
た
物
語

で
あ
る
。
直
江
の
〈
洋
行
〉
が
決
ま
り
、
別
れ
の
辛
さ
に
涙
す
る
ニ

人
は
「
一
処
に
行
っ
て
十
分
勉
強
」
し
た
い
と
父
親
に
願
い
出
、
許

可
を
得
て
渡
英
。
末
尾
は
、
大
学
を
卒
業
し
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
た

二
人
が
、
「
共
に
着
錦
の
誉
れ
を
荷
ひ
、
去
る
十
八
日
英
国
発
の
我
が

汽
船
富
士
号
に
投
じ
、
帰
朝
の
途
に
就
か
れ
た
り
」
と
報
ず
る
新
聞

記
事
の
引
用
で
締
め
括
ら
れ
る
。
同
様
に
藍
江
女
史
「
う
た
A

ね」

も
、
〈
洋
行
〉
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
る
幼
馴
染
み
の
恋
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
。
女
性
主
人
公
川
崎
富
子
と
山
田
康
正
と
は
許
婚
同
士
で

あ
る
が
、
山
田
の
「
伯
林
」
留
学
が
決
ま
り
、
悲
嘆
に
く
れ
る
富
子

は
辛
い
体
験
を
も
と
に
「
淑
女
が
筆
の
す
さ
び
」
に
「
人
情
小
説
」

を
書
く
。
末
尾
は
、
お
富
が
「
追
ひ
鎚
」
っ
て
「
駆
出
る
途
端
」
、
山

田
を
乗
せ
て
「
挽
出
す
車
、
涙
に
霞
み
て
影
見
え
ず
」
と
い
う
よ
う

に
別
れ
の
愁
嘆
場
で
閉
じ
ら
れ
る
。
竹
柏
園
女
史
「
胸
の
お
も
ひ
」
(
8
)

と
秋
月
女
史
「
許
嫁
の
縁
」
の
二
作
品
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、

前
者
は
「
英
学
」
に
堪
能
で
「
西
洋
風
の
交
際
」
に
長
け
た
「
活
発
」

な
種
子
と
和
歌
の
素
養
を
身
に
付
け
た
「
温
良
」
な
露
子
と
い
う
対

照
的
な
女
性
の
間
で
揺
れ
動
く
男
性
主
人
公
の
〈
胸
の
お
も
ひ
〉
を
、

後
者
は
女
学
校
で
西
洋
流
の
教
育
を
受
け
た
主
人
公
が
、
〈
圧
制
結
婚
〉

と
〈
自
由
結
婚
〉
と
の
間
で
慈
藤
す
る
姿
を
描
い
た
恋
愛
小
説
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
小
説
の
結
末
が
幸
福
な
結
婚
で
締
め
括
ら
れ
る
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
最
後
に
、
椰
園
女
史
「
孝
子
の
一
心
」

は
、
「
孝
心
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
時
代
物
で
あ
る
。
主
人
公
の
―
二
歳

の
少
年
一
明
丸
が
、
「
鶴
ヶ
丘
八
幡
宮
の
社
前
」
で
「
頼
朝
卿
」
の
命

で
「
召
捕
ら
れ
」
た
「
父
様
の
命
を
助
け
た
い
」
と
一
心
に
祈
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
「
孝
心
神
人
感
に
堪
ふ
る
所
」
と
な
っ
て
父
は
免
罪

と
な
り
、
親
子
が
再
会
す
る
話
で
あ
る
。

無
論
、
個
々
の
作
品
に
過
大
な
同
一
性
を
負
わ
せ
て
一
括
り
に
す

る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
時
代
物
の
「
孝

子
の
一
心
」
を
例
外
と
し
て
収
録
作
品
の
殆
ど
が
恋
愛
小
説
で
あ
り
、

し
か
も
六
作
品
中
四
作
品
が
オ
子
佳
人
の
結
婚
で
大
団
円
と
い
う
共

通
項
が
浮
か
び
上
が
る
(
9
)

。
ま
た
『
闇
秀
六
家
撰
』
出
版
後
、
『
都

の
花
』
（
九
一
＼
九
四
号
、
明
二
五
・
九
・
一
八
s
-

―
•
六
）
に
掲

載
さ
れ
た
坪
井
秋
香
の
「
二
人
佳
人
」
も
、
結
婚
式
で
大
団
円
を
迎

え
る
恋
愛
小
説
と
い
う
点
で
、
先
行
の
女
性
作
家
作
品
と
共
通
す
る
。
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先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
『
都
の
花
』
で
は
女
性
作
家
を
起
用
し
た
企

画
が
み
ら
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
年
特
別
企
画
と
し
て
女

性
作
家
作
品
を
付
録
欄
に
登
場
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
二
四
年

―
二
月
二
0
発
行
の
『
都
の
花
』
七
三
号
の
巻
頭
に
は
、

赤
の
色
紙
に
「
都
の
花
第
七
拾
四
号
第
七
拾
五
号
に
就
き
」
と
い
う

見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
明
治
二
五
年

一
月
三
日
発
行
の
『
都
の
花
』

七
四
号
の
宣
伝
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

四
新
年
号
付
録
に
掲
載
さ
れ
た

〈閏
秀
小
説
〉

こ
の
作
品
は
女
主
人
公
蕗
野
と
春
枝
を
「
両
美
人
」
と
し
て
設
定
し
、

父
の
実
家
断
絶
に
際
し
て
相
続
人
と
な
り
養
子
を
迎
え
る
必
要
に
迫

ら
れ
た
露
野
は
相
愛
の
春
日
清
と
の
結
婚
を
断
念
し
、
友
人
の
春
枝

に
譲
る
と
い
う
物
語
で
、

末
尾
は
「
二
対
」
の
男
女
が
揃
っ
て
「
目

出
度
結
婚
の
式
を
挙
げ
」
た
と
い
う
新
聞
記
事
の
引
用
で
締
め
括
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
都
の
花
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
女
性
作
家
作
品
の

多
く
が
、
当
時
の
批
評
言
説
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
の

〈オ
子
佳
人
的

の
恋
情
小
説
〉
（
流
芳
浪
人
「
明
治
廿
五
年
の
文
学
界
」
（
明
二
五
・

二

『
女
学
雑
誌
』

三

0
二
号
）
の
常
套
的
パ
タ
ー
ン
を
出
て
い
な
か

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
そ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
注
目

し
た
い
の
は
、
す
で
に
こ
の
時
期
女
性
作
家
の
小
説
は
、
出
版
社
の

企
画
、
宣
伝
で
売
り
出
さ
れ
る

〈商
品
〉
と
し
て
流
通
し
始
め
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

御
年
玉
と
し
て

0
竹
柏
園
女
史
、
童
花
女
史
、
藤
井
紫
影
、
吉

田
倦
花
等
の
短
編
読
切
も
の
A

愛
た
き
も
の
哀
れ
な
る
も
の
五

つ
種
を
相
添

へ
中
も
ゆ
か
し
き
表
紙
を
作
り
て
御
賞
翫
に
供

へ

．．
．．．
．o

（
傍
線
筆
者）

【固 2】
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右
の
宣
伝
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
都
の
花
』
は
編
集
営
業
方
針

と
し
て
、
新
年
号
付
録
に
女
性
作
家
の
筆
に
な
る
二
作
品
を
登
場
さ

せ
る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
紙
面
作
り
を
し
て
い
る
。

予
告
通
り
新
年
号
の
巻
末
に
は
付
録
と
し
て
、
色
刷
り
の
中
扉
を
付

け
、
赤
の
色
紙
を
使
う
と
い
う
意
匠
を
凝
ら
し
、
「
女
史
」
の
署
名
を

冠
し
た
二
作
品
、
す
な
わ
ち
竹
柏
園
女
史
「
松
の
嘆
息
」
と
す
み
れ

女
史
「
有
馬
筆
」
を
含
め
た
五
篇
の
「
短
編
読
切
も
の
」
を
掲
載
し

て
い
る
。
【
図
2
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
赤
地
の
中
扉
に
紅
梅
の
絵

を
あ
し
ら
っ
た
華
や
か
な
祝
儀
袋
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
紅
白
の
「
蝶

結
び
」
の
水
引
き
の
上
に
は
「
御
と
し
玉
」
、
水
引
の
下
に
は
「
玉
＜

さ
」
と
書
か
れ
、
左
下
に
は
贈
り
主
の
「
金
港
堂
」
と
い
う
名
が
刷

り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
次
頁
に
は
赤
の
色
紙
に
「
も
く
ろ
く
」
と

書
か
れ
、
五
作
品
の
題
名
及
び
雅
号
が
刷
ら
れ
て
い
る
。

筆
頭
を
飾
っ
た
竹
柏
園
女
史
の
「
松
の
嘆
息
」
は
、
「
旧
日
本
で
愛

さ
れ
た
桜
」
や
中
国
の
「
牡
丹
」
と
「
西
洋
風
」
の
「
薔
薇
」
が
、
「
花

の
優
劣
」
を
議
論
す
る
様
子
を
描
い
た
会
話
体
中
心
の
寓
意
小
説
で

あ
る
。
結
末
は
、
「
互
に
己
こ
そ
」
は
「
花
王
」
と
主
張
す
る
議
論
を

聞
い
た
「
老
松
」
が
「
口
な
し
の
花
に
生
れ
」
た
い
と
「
嘆
息
」
す

る
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
欧
化
主
義
へ
の
反
動
と
し
て
、
国
粋
主

義
思
想
が
台
頭
す
る
中
で
東
西
思
想
の
優
劣
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
紛

糾
す
る
時
代
状
況
を
、
新
年
号
に
ふ
さ
わ
し
い
華
麗
な
花
に
仮
託
し

て
諷
刺
し
た
作
品
で
あ
る
。
も
う
―
つ
の
女
性
の
筆
に
な
る
小
説
「
有

馬
筆
」
は
、
主
人
公
の
娘
松
下
園
が
、
中
学
生
の
三
樹
を
見
初
め
、
「
女

よ
り
つ
け
文
す
る
」
と
い
う
「
大
そ
れ
た
仕
方
」
で
「
初
恋
の
切
な

ま
だ
無
名
に
近
か
っ
た
一
葉
が
、
作
家
と
し
て
文
壇
に
進
出
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
花
圃
の
紹
介
に
よ
っ
て
『
都
の
花
』
に

二
編
の
小
説
を
発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
一
葉
の
作
品
が
誌
面
に
登
場
し
た
際
の
発
表

形
態
に
注
目
し
て
み
た
い
。

五

葉
の
登
場

l
小
説
の
発
表
形
態
を
め
ぐ
っ
て

さ
を
打
ち
明
け
る
が
、
断
り
状
を
受
け
取
り
恋
に
破
れ
て
入
水
す

る
。
し
か
し
、
実
は
二
人
は
相
愛
で
、
死
に
追
い
や
っ
た
手
紙
は
、

三
樹
と
同
じ
下
宿
生
の
奸
計
だ
っ
た
と
い
う
悲
劇
的
恋
愛
小
説
で
あ

る。
明
治
二
二
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
『
国
民
之
友
』
の
新
年
夏
期
の

文
芸
付
録
号
の
形
式
は
、
文
壇
の
注
目
を
集
め
他
の
雑
誌
の
模
倣
す

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
1
0
)

。
そ
の
付
録
欄
に
女
性
作
家

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
五
年
八
月
一
三
日
刊
行
の
夏
期

付
録
号
に
登
場
し
た
若
松
賤
子
の
「
雛
嫁
」
が
最
初
で
あ
る
。
尚
、

婦
人
雑
誌
で
は
、
明
治
二
三
年
一
月
一
日
発
行
『
女
学
雑
誌
』
一
九

四
号
に
、
花
圃
女
史
の
「
芦
の
一
ふ
し
」
と
並
ん
で
若
松
賤
子
の
「
忘

れ
形
見
」
が
掲
載
さ
れ
、
ま
た
明
治
二
四
年
一
月
一
日
発
行
『
女
学

雑
誌
』
二
四
六
号
に
は
つ
ゆ
子
作
「
こ
わ
れ
指
輪
」
が
新
年
付
録
と

し
て
採
用
さ
れ
た
先
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
代
の
大
家
が
誌
面
を

彩
る
一
流
文
芸
雑
誌
の
『
都
の
花
』
が
、
女
性
作
家
の
新
年
附
録
へ

の
起
用
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
現
象
は
軽
視
で
き
な
い
。
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『
都
の
花
』
で
は
、
明
治
二
四
年
―
一
月
一
日
発
行
の
七

0
号
に
創

刊
三
週
年
の
節
目
を
記
念
し
て
、
「
す
っ
か
り
出
し
物
を
相
改
め
」
る

と
い
う
誌
面
一
新
の
予
告
を
載
せ
て
以
降
、
「
表
紙
の
代
わ
り
目
、
号

数
の
句
切
り
目
」
に
掲
げ
る
新
作
小
説
の
予
告
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
そ
し
て
創
刊
四
週
年
を
迎
え
た
明
治
二
五
年
―
一
月
六
日
、
『
都

の
花
』
第
九
四
号
に
は
、
樋
ロ
一
葉
女
史
「
う
も
れ
木
」
の
予
告
が

載
っ
た
。
次
い
で
同
月
二

0
日
発
行
の
第
九
五
号
の
巻
頭
に
掲
げ
た

口
上
「
都
の
花
四
週
年
の
祝
ひ
」
で
は
、
「
都
の
花
は
、
出
版
以
来
日

本
随
一
の
小
説
と
お
だ
て
下
さ
れ
、
お
ひ
／
＼
号
数
相
重
り
、
も
は

や
百
号
に
も
近
づ
き
た
る
上
、
先
月
二
十
一
日
が
満
四
年
め
の
誕
生

日
ゆ
え
、
此
の
九
十
五
号
に
於
い
て
身
祝
ひ
い
た
し
」
と
述
べ
、
一

葉
の
「
う
も
れ
木
」
（
九
五

S
九
七
号
、
明
二
五
・
―
―
・
ニ

O
S
-

ニ
・
一
八
）
を
「
名
人
の
新
作
」
と
し
て
宣
伝
し
、
三
宅
た
っ
子
の

序
文
を
付
け
て
華
々
し
く
登
場
さ
せ
て
い
る
。
「
う
も
れ
木
」
は
、
時

代
の
波
に
逆
ら
い
赤
貧
に
甘
ん
じ
て
い
た
陶
画
工
が
慈
善
事
業
家
の

策
略
に
巻
き
込
ま
れ
て
破
滅
し
て
ゆ
く
姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

露
伴
の
「
風
流
仏
」
や
鴎
外
訳
「
埋
木
」
等
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
後
年
田
山
花
袋
は
『
東
京
の
三
十
年
』
（
博
文
館
、
大
正
六
年
）

の
中
で
、
『
都
の
花
』
編
集
者
の
藤
本
藤
蔭
が
「
女
に
し
て
は
男
の
よ

う
な
文
を
書
く
人
だ
」
と
「
一
葉
を
評
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
は
女
性
の
書
き
物
に
対
す
る
編
集
者
の
規
範
意
識
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
時
期
編
集
者
藤
本
藤
蔭
は
、
一
葉
を
世
に
送
り
出
す
た
め
に

意
欲
的
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。
一
葉
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
二

五
年
一

0
月
二
二
日
の
藤
本
宅
訪
問
が
初
対
面
で
、
そ
の
際
に
『
都

の
花
』
新
年
号
付
録
と
し
て
田
辺
花
圃
と
一
葉
、
そ
し
て
坪
井
秋
香

或
い
は
佐
々
木
竹
柏
園
の
三
人
の
女
性
作
家
特
集
を
組
む
と
い
う
「
松

竹
梅
三
幅
対
」
の
企
画
を
聞
き
、
原
稿
を
依
頼
さ
れ
る
。
こ
の
件
に

つ
き
、
一
葉
が
訪
問
し
た
際
に
、
花
圃
は
「
新
年
の
付
ろ
く
と
い
ふ

さ
へ
花
々
し
き
を
女
斗
三
人
な
と
い
さ
A

か
目
た
つ
ふ
し
な
き
に
も

あ
ら
す
」
（
明
二
五
・
―
-
．
―
-
「
道
し
は
の
つ
ゆ
」
）
と
い
う
よ

う
に
、
拒
否
反
応
を
示
し
て
い
る
。
結
局
、
新
年
特
別
企
画
と
し
て

の
女
性
作
家
特
集
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
編
集
者
の
依
頼

に
応
じ
て
脱
稿
さ
れ
た
「
暁
月
夜
」
は
、
翌
年
二
月
一
九
日
発
行
の

『
都
の
花
』
一
〇
一
号
に
、
予
想
外
に
華
々
し
い
演
出
で
登
場
し
た

の
で
あ
る
。

明
治
二
六
年
二
月
一
日
発
行
の
『
都
の
花
』
第
一

0
0
号
に
は
、
「
都

の
花
第
百
壱
号
二
月
十
九
日
発
行
に
付
き
」
と
題
す
る
予
告
が
載
り
、

百
号
祝
賀
記
念
の
新
企
画
と
し
て
一

0
一
号
か
ら
誌
面
構
成
を
改
革

し
、
収
録
作
品
は
「
凡
五
種
と
定
め
小
篇
の
も
の
は
三
四
号
に
て
終

は
ら
し
め
長
篇
の
も
の
と
雖
も
拾
号
よ
り
は
超
出
せ
ざ
ら
ん
や
う
に

し
則
ち
第
百
壱
号
よ
り
第
百
拾
号
を
以
て
大
概
は
終
は
ら
し
め
毎
拾

号
に
面
目
を
新
に
す
」
と
い
う
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
百
壱
号
よ
り
新
に
薫
香
を
発
す
る
」
新
作
小
説
の
一
っ
と
し
て
、
「
一

葉
女
史
の
短
篇
読
切
も
の
」
掲
載
の
予
告
を
し
て
い
る
。

明
治
二
六
年
二
月
一
九
日
発
行
の
一
〇
一
号
の
巻
頭
に
は
、
編
集

者
藤
本
藤
蔭
の
筆
に
な
る
「
売
出
し
」
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
同
誌
上
前
例
の
な
い
試
み
で
あ
っ
た
。
一
葉
は
、
こ
の
雑
誌
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を
受
け
取
っ
た
際
の
印
象
に
つ
い
て
、
「
表
紙
は
薄
紫
の
紙
に
桃
櫻
の

画
様
も
中
々
に
よ
し
我
か
暁
月
夜
こ
れ
に
の
せ
て
永
洗
か
さ
し
画

花
々
し
く
藤
蔭
ぬ
し
が
口
上
に
我
か
上
こ
と
／
＼
敷
か
A

れ
た
る
も

面
ほ
て
り
す
る
業
な
り
」
（
明
二
六
・

ニ

・
ニ
ニ

「
よ
も
き
ふ
日
記
」
）

と
書
き
留
め
て
い
る
。
【
図
3
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
編
集
者
は
「
都

の
花
は
当
百
壱
号
よ
り
、
新
に
名
花
数
株
を
栽
え
、
芳
香
紙
面
に
芥

々
た
り
」
と
い
う
一
文
の
あ
と
で
、
「
女
史
に
は
竿
な

一
葉
と
は
謙
称

に
て
、
懸
け
樋
の
口
よ
り
滴
る
水
の
、
夏
も
涸
れ
ぬ
錦
心
繍
腸
、
浮

き
た
る
恋
に
は
靡
か
ぬ
も
の
が
た
り
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
」
と
い
う

よ
う
に
、
女
性
ら
し
い
奥
ゆ
か
し
さ
を
強
調
し
た
売
り
出
し
文
句
を

述
べ
て
い
る
。
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し□直叫
「
暁
月
夜
」
の
女
主
人
公
の
香
月

一
重
は
、
「
慈
善
会
」
や
「
園
遊

会
」
な
ど
上
流
社
会
の
社
交
の
場
に
近
づ
か
ず
、
結
婚
を
厭
う
女
性

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
美
し
い

子
爵
令
嬢
の
「

一
生
ひ
と
り
住

み
の
願
ひ
」
の
噂
を
耳
に
し
た
文
学
書
生
の
森
野
敏
は
、
偶
然
拾
っ

た

一
重
の
手
巾
に
書
か
れ
た
西
行
の
歌
を
見
て
、
「
深
き
子
細
あ
り
て

尋
常
な
ら
ぬ
思
ひ
を
振
袖
に
包
む
人
な
る
べ
し
」
と
好
奇
心
を
募
ら

せ
、
庭
男
に
身
を
襄
し
て
接
近
し
、
謎
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
。

敏
は
、

一
重
が
継
母
に
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
勝
手
に
想
像
し
、
救
い

出
そ
う
と
「
艶
書
」
を
綴
る
。一

重
は
、
敏
の
恋
情
が
「
身
に
し
み
」

て
心
乱
す
が
、
「
世
に
引
か
る
A

心
」
を
断
つ
べ
く
、
「
鎌
倉
ご
も
り
」

を
決
意
す
る
。
出
立
の
前
夜
、

一
重
は
「
懺
悔
物
が
た
り
」
の
形
で
、

自
分
が
子
爵
の
妹
花
と
下
男
六

三
の
「
淫
奔
」
の
果
て
に
「
宿
り
し

胤
」
と
い
う
「
素
性
」
を
明
か
し
、
「
恋
は
浅
ま
し
き
も
の
」
だ
と
語

る
。こ
の
作
品
の
妙
味
は
、
秘
密
を
抱
え
る
厭
世
的
な
女
性
の
謎
を
解

き
明
か
そ
う
と
文
学
書
生
が
織
り
な
す
想
像
の
物
語
と
、
懺
悔
物
語

に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
真
相
の
落
差
に
あ
り
、
読
者
の
想
像
力
を
刺

激
し
謎
解
き
へ
と
誘
導
す
る
様
々
な
技
巧
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
(
11
)
0

し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
編
集
者
は
、
「
暁
月
夜
」
を
〈
浮
き
た
る

恋
に
は
靡
か
ぬ
も
の
が
た
り
〉
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
共
に
、

読
者
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
文
句
が
宣
伝
効
果
を
も
つ
に
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
背

景
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
内
田
魯
庵

が
、
明
治
二
八
年

―
二

月
に
刊
行
さ
れ
た
『
文
芸
倶
楽
部
』
臨
時
増
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（
マ
マ
）

刊
「
閏
秀
小
説
」
を
評
し
た
際
、
「
硯
友
社
の
諸
才
子
が
感
ん
に
も

て
は
や
さ
れ
し
頃
、
一
方
に
其
等
諸
才
子
が
作
千
篇
一
律
に
し
て
佳

人
オ
子
の
恋
愛
談
を
材
と
す
る
を
笑
ふ
も
の
あ
り
き
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
魯
庵
は
、
「
女
流
が
恋
愛
を
説
く
に
当
り
て
は

男
子
よ
り
も
更
に
十
層
倍
の
戒
慎
を
要
す
る
は
女
徳
の
一
端
」
で
あ

る
と
し
て
、
「
軽
浮
な
る
恋
の
物
語
を
作
る
は
男
子
に
比
較
し
て
更
に

見
苦
し
」
と
批
判
し
て
い
る
(
1
2
)

。
つ
ま
り
、
先
の
編
集
者
の
宣
伝

文
句
に
は
、
あ
り
ふ
れ
た
浮
薄
な
恋
愛
小
説
と
は
異
質
な
点
を
強
調

し
て
、
読
者
の
興
味
を
喚
起
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
暁
月
夜
」
脱
稿
後
、
一
葉
は
度
々
編
集
者
藤
蔭
を
訪
ね
、
「
今
後

の
著
作
に
つ
き
て
し
は
し
物
か
た
る
」
（
明
二
六
・
一
・
ニ
ニ
「
よ
も

き
ふ
に
つ
記
」
）
と
い
う
よ
う
に
、
執
筆
の
相
談
を
し
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
一
葉
が
日
記
の
中
で
「
金
港
堂
よ
り
の
注
文
に
歌
よ
む

人
の
優
美
な
る
を
出
し
給
へ
と
い
ふ
こ
そ
は
い
と
く
る
し
」
（
明
二
六

・
ニ
・
九
「
よ
も
き
ふ
に
つ
記
」
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歌

詠
み
の
「
社
会
に
た
ち
交
り
て
あ
さ
ま
し
く
い
と
は
し
き
こ
と
を
見

聞
き
」
し
た
一
葉
は
、
「
誠
の
み
や
ひ
」
な
る
「
歌
よ
む
人
」
を
描
く

こ
と
の
困
難
さ
に
直
面
し
、
編
集
者
の
要
請
に
応
え
ら
れ
ず
に
慈
藤

し
て
い
る
。
一
葉
は
再
び
藤
蔭
を
訪
問
し
た
際
に
も
、
「
歌
の
入
た
る

小
説
出
来
給
は
A

得
さ
せ
給
へ
」
（
四
・
一
五
「
し
の
ふ
く
さ
」
）
と

原
稿
依
頼
を
受
け
て
お
り
、
和
歌
や
王
朝
文
学
の
素
養
を
身
に
付
け

た
女
性
作
家
一
葉
に
、
「
優
美
な
る
」
文
章
を
期
待
す
る
メ
デ
ィ
ア
側

の
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

以
上
の
よ
う
に
作
品
掲
載
時
の
形
態
に
注
目
す
る
と
、
『
都
の
花
』

結
び
に
か
え
て

の
編
集
者
は
葉
の
作
品
を
、
四
週
年
記
念
や
一

0
0
号
祝
賀
記
念

と
い
っ
た
雑
誌
創
刊
以
後
の
節
目
に
あ
た
る
場
に
華
や
か
な
演
出
で

登
場
さ
せ
、
有
望
な
る
新
進
女
性
作
家
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
企
図

し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
一
方
、
「
暁
月
夜
」
掲
載
後
わ

ず
か
四
ヶ
月
足
ら
ず
で
、
明
治
二
六
年
六
月
に
『
都
の
花
』
は
一
〇

九
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
す
で
に
売
れ

行
き
の
減
少
と
い
う
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
だ

と
す
れ
ば
、
一
葉
の
起
用
は
、
そ
う
し
た
危
機
に
対
処
す
べ
く
打
ち

出
さ
れ
た
打
開
策
の
―
つ
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
都
の
花
』
廃
刊
か
ら
約
一
年
半
後
、
明
治
二
八
年
一
月
に
博
文
館

か
ら
『
文
芸
倶
楽
部
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
編
集
者
大
橋
乙
羽
は
、
硯

友
社
の
作
家
と
し
て
『
都
の
花
』
の
寄
稿
者
で
も
あ
っ
た
。
『
文
芸
倶

楽
部
』
は
、
「
女
性
作
家
と
い
う
存
在
に
門
戸
を
開
い
た
」
（
ビ
雑
誌

と
し
て
注
目
さ
れ
、
と
り
わ
け
明
治
二
八
年
―
二
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
文
芸
倶
楽
部
』
臨
時
増
刊
「
閏
秀
小
説
」
特
集
は
、
巻
頭
に
掲
載

さ
れ
た
肖
像
写
真
と
相
侯
っ
て
〈
闇
秀
〉
と
い
う
存
在
へ
の
関
心
を

一
気
に
煽
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
現
象
と
し
て
様
々
に
議
論
さ
れ
て

い
る
(
H
)

。
本
稿
で
は
、
そ
の
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
先
駆
け
て
、
明

治
二

0
年
代
前
半
期
に
『
都
の
花
』
が
女
性
作
家
の
開
拓
と
い
う
方

面
で
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
、
同
時
期
の
他
の
小
説
中
心
の
文
学

雑
誌
と
具
体
的
に
比
較
し
た
上
で
、
画
期
的
な
革
新
性
を
持
つ
も
の
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で
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。
『
都
の
花
』
か
ら
『
文
芸
倶
楽
部
』

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
稿
を
改
め
て
追
跡
し
て
ゆ
き
た
い
。

注
(
1
)
平
田
由
美
『
女
性
表
現
の
明
治
史
ー
樋
ロ
一
葉
以
前
ー
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
―
一
月
）
は
、
「
メ
デ
ィ
ア
は
女
性
の
読
み
書
き
を
拡
大
す

る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
性
差
の
秩
序
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
言
説
が
繰

り
返
し
現
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
新
聞
・
雑
誌
に
出
現
し
た

「
女
性
の
書
き
物
」
及
び
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
言
説
に
つ
い
て
膨
大
な
資

料
を
駆
使
し
て
分
析
し
、
メ
デ
ィ
ア
勃
興
期
の
女
性
表
現
の
形
成
過
程
を

論
じ
て
い
る
。
尚
巻
末
に
は
、
「
女
性
文
学
関
係
年
表
」
(
-
八
八
四
＼
一

八
九
一
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
近
代
女
性
文
化
史
研
究
会
編
『
婦
人
雑
誌
の
夜
明
け
』
（
大
空
社
、
一

九
八
九
年
九
月
）
所
収
の
三
鬼
浩
子
「
明
治
の
婦
人
雑
誌
を
た
ど
る
」
に

は
、
「
一
八
八
八
（
明
治
ニ
―
)
年
に
お
け
る
婦
人
雑
誌
発
行
概
況
」
の

一
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
三
鬼
浩
子
『
近
代
婦
人
雑
誌
関
係

年
表
』
（
大
空
社
、
一
九
八
六
年
―
一
月
）
参
照
。

(
3
)
高
田
知
波
「
雅
号
・
ロ
ー
マ
ン
ス
・
自
称
詞
ー
『
婦
女
の
鑑
』
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
戦
略
ー
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
五
五
集
、
一
九
九
六
年
一
〇

月
）
は
、
「
男
性
の
ラ
イ
タ
ー
が
女
性
作
家
を
装
っ
て
小
説
を
発
表
す
る

と
い
う
事
例
」
の
「
最
も
早
い
ケ
ー
ス
の
一
っ
」
と
し
て
、
明
治
ニ
―
年

―
一
月
八
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
て
『
読
売
新
聞
』
に
「
薩
屋
よ
し
女
」

と
い
う
署
名
で
発
表
さ
れ
た
『
夜
の
錦
』
を
挙
げ
て
い
る
。

(
4
)
岡
保
生
「
『
や
ま
と
錦
』
解
説
」
（
近
代
文
芸
雑
誌
複
製
叢
書
『
や
ま ヘ

と
錦
』
別
冊
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
二
月
）
参
照
。

(
5
)
『
以
良
都
女
』
で
は
、
明
治
二
二
年
六
月
一
五
日
発
行
第
二
四
号
に
―
―

周
年
祝
賀
企
画
と
し
て
小
説
の
投
稿
を
呼
び
か
け
る
社
告
を
掲
載
し
、
ニ

八
号
（
明
ニ
ニ
•

10・ 
二
三
）
か
ら
毛
布
野
女
史
作
「
心
づ
く
し
」
の

連
載
を
開
始
し
て
い
る
。
し
か
し
同
誌
上
女
流
小
説
は
意
外
に
少
な
く
、

毛
布
野
女
史
「
心
づ
く
し
」
（
同
誌
二
八
＼
四
一
号
、
明
ニ
ニ
•

i
 

O・ 

二
三

S
ニ
・
八
）
、
小
蓮
女
史
「
懸
賞
小
説
」
（
六
八
・
七
一
・
七
五
号
、

明
二
三
・
九
•
五

s

―
ニ
・
五
）
神
田
一
女
生
「
無
名
小
説
」

(
-
)
S

（
六
）
（
七
八
＼
八
四
号
、
明
二
四
・
ニ
・
五

S
六
・
ニ
ニ
）
、
小
星
史
女

「
葉
さ
く
ら
」
（
読
切
小
説
）
（
八
三
号
、
明
二
四
・
五
・
ニ

0
)
の
四
篇

を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

(
6
)
露
伴
「
日
く
ら
し
物
語
」
（
明
二
三
•
四
・
八
＼
二
九
『
読
売
新
聞
』
）

で
は
、
女
性
ゆ
え
に
痛
烈
な
批
判
を
免
れ
る
女
性
作
家
が
描
か
れ
て
い
る
。

主
人
公
の
作
家
「
露
伴
」
は
「
小
説
博
聞
会
」
に
参
加
す
る
が
、
会
の
趣

旨
は
「
各
自
一
篇
の
文
章
を
懐
中
し
来
り
順
次
に
読
上
し
後
互
に
品
評
」

を
し
、
「
お
も
し
ろ
か
ら
ず
と
の
伴
を
得
た
る
も
の
」
は
「
懺
悔
文
を
作
」

り
「
竹
鞭
に
て
背
中
を
三
度
ど
や
」
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
「
衆
評
一
致
に
て
繍
蓮
女
史
ゆ
か
り
式
部
は
罰
を
加
ゆ
る
ほ
ど
に

も
あ
ら
ず
と
定
ま
り
」
、
男
性
作
者
は
「
厳
敷
評
」
さ
れ
、
「
露
伴
」
は
「
最

も
強
く
罰
す
べ
し
」
と
い
う
判
定
が
下
さ
れ
る
。
「
露
伴
」
は
「
女
作
者
」

も
罰
す
べ
し
と
抗
識
す
る
が
、
座
中
で
は
「
女
の
方
を
持
」
つ
者
が
多
く
、

「
我
ば
か
り
懺
悔
文
を
作
る
」
と
い
う
結
末
に
な
る
。

(
7
)
天
理
大
学
付
属
天
理
参
考
館
編
『
お
も
ち
ゃ
絵
の
世
界
』
（
天
理
大
学

出
版
部
、
一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
。
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樋
ロ
一
葉
』
（
ち
く
ま
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
九
四
、

(

8

)

)

竹
柏
園
女
史
は
「
姉
妹
」
と
い
う
題
で
、
孤
児
と
な
っ
た
姉
妹
の
絆

を
一
人
称
「
妾
」
の
回
想
形
式
で
綴
っ
た
言
文
一
致
体
小
説
を
、
『
都
の

花
』
一
九
号
（
明
ニ
ニ
・
七
・
ニ
―
)
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
花

圃
女
史
「
こ
ぞ
の
つ
み
」
（
『
都
の
花
』
八
八
号
、
明
二
五
・
八
・
七
）
も
、

一
人
称
回
想
形
式
の
小
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
人
称
の
語
り
手
「
我
」

が
、
大
邸
宅
の
令
嬢
を
「
我
が
境
界
」
と
比
べ
て
羨
む
が
、
そ
の
邸
宅
が

「
金
持
の
所
有
に
期
し
売
家
と
な
れ
る
」
の
を
み
て
、
「
人
は
た
れ
も
う

ち
に
も
の
思
ひ
あ
ら
さ
る
な
し
て
ふ
事
悟
り
」
、
「
我
分
限
を
天
の
給
物
と

安
ん
」
ず
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
教
訓
物
語
で
あ
る
。

(
9
)
前
掲
書
(
1
)
の
中
に
、
「
多
く
の
『
女
流
小
説
』
に
お
い
て
は
『
ゴ

ー
ル
と
し
て
の
結
婚
』
が
プ
ロ
ッ
ト
の
終
端
を
形
成
」
し
て
い
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
『
オ
子
佳
人
小
説
』
と
呼
ば
れ
る
作
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

(10)
永
嶺
重
敏
『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』
所
収
「
明
治
期
『
太
陽
』
の
受

容
構
造
」
（
日
本
エ
デ
イ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
七
年
七
月
）

参
照
。

(
1
1
)
拙
稿
「
樋
ロ
一
葉
『
暁
月
夜
』
の
技
法
—
古
典
文
芸
復
興
の
機
運
の

な
か
で
ー
」
（
『
解
釈
』
第
四
八
巻
三
・
四
号
、
二

0
0
二
年
四
月
）
。

(12)
「
『
闇
秀
小
説
』
を
評
す
」
（
明
二
九
・
一
・
三

1
-
．
八
『
毎
日
新
聞
』
。

引
用
は
『
内
田
魯
庵
全
集
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
四
年
一
月

に
拠
る
）
。

(13)
関
礼
子
『
姉
の
カ

九
九
三
年
―
一
月
）
。

(14)
関
礼
子
『
樋
ロ
一
葉
を
よ
む
』
（
岩
波
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
九
九
二
年

六
月
）
の
中
に
は
、
「
閏
秀
小
説
」
特
集
の
出
版
は
、
「
二
十
年
代
の
メ
デ

ィ
ア
の
な
か
で
は
じ
め
て
「
閤
秀
」
（
女
流
）
と
い
う
存
在
が
、
市
場
化

さ
れ
た
こ
と
」
を
意
味
す
る
と
い
う
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
小
川
昌
子
「
「
一

葉
女
史
」
誕
生
ー
博
聞
館
発
行
『
文
芸
倶
楽
部
』
を
め
ぐ
っ
て
ー
＇
」
（
『
国

語
国
文
研
究
』
第
一
―
二
号
、
一
九
九
九
年
七
月
）
は
、
「
閏
秀
小
説
」

特
集
号
を
「
『
女
流
』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
産
み
出
し
た
―
つ
の
契
機
」

と
し
て
捉
え
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
中
中
で
「
『
女
流
作
家
』
に
つ
い
て

語
る
磁
場
」
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
菅
聡
子
「
流

通
す
る
〈
闇
秀
作
家
〉
ー
明
治
2
0
年
代
の
場
合
」
（
『
国
文
学
』
一
九
九

九
年
一

0
月
号
）
は
、
「
近
代
的
出
版
社
の
商
業
戦
略
」
に
よ
っ
て
『
文

芸
倶
楽
部
』
に
出
現
し
た
〈
閏
秀
作
家
〉
が
、
「
商
品
」
と
し
て
流
通
し

て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

（
や
ぎ
み
ず
ほ
／
三
重
大
学
非
常
勤
講
師
）
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